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技術の概要

３．技術の効果

　上記の４つの技術のうち、Ａ，Ｂ，Ｃは切羽近傍での作業であり、これを自動化、遠隔化したことで切羽
近傍への人の立ち入りがなくなり、安全性が大幅に向上します。
　通常トンネル特殊工５人で行うところを３人で対応可能となり、約40%の省人化を実現しています。

４．技術の適用範囲

山岳トンネルの施工

５．活用実績

対象のトンネルによって採用した要素技術が異なるため、要素技術単位での実績合計で示します。
国の機関　 ７　件　（九州　　0件　、九州以外　Ａ：２件、Ｂ：１件、Ｃ：２件、Ｄ：２件　）
自 治 体　　１　件　（九州　　Ｃ：１件　、九州以外　0件　）
民　 　間　１１　件　（九州　　0件　、九州以外　Ａ：３件、Ｃ：１件、Ｄ：７件　）

安全・防災　　 インフラDX　 　 維持管理　  　 環境　　コスト　　品質　 　　　（該当分類に〇を付記）

　山岳トンネル施工の安全性向上や生産性向上、熟練技能者の減少への対応として、2018年から次世
代型トンネル構築システム「シミズ・スマート・トンネル」の開発を進めてきました。
　「シミズ・スマート・トンネル」は、「施工」「施工管理」「データ連携」の3つのオートメーション化を実現する
複数の要素技術から構成されます。これは、国土交通省が推進する「i-Construction2.0」にも合致した技
術です。
　今回紹介するのは、このうち「施工のオートメーション化」に関する技術です。

　山岳トンネル施工のプロセスのうち、「発破計画・穿孔」「吹付・鋼製支保工建込」「ロックボルト打設」
「覆工コンクリート打設」のプロセスについて、遠隔化・自動化を実現した技術です。施工の安全性向上と
同時に、省人化・省力化を図ったものです。
【Ａ：発破計画・穿孔】
　　車載型3Ｄスキャナで計測した掘削形状から余掘りを評価、発破孔の位置と角度を自動調整した発破
　　パターンを掘削機に転送し、自動穿孔する技術。
【Ｂ：吹付・鋼製支保工建込】
　　モーションキャプチャカメラとミリ波レーダーを使用、吹付け厚さや支保工位置を精度よく把握・可視化
　　し、遠隔操作により施工する技術。
【Ｃ：ロックボルト打設】
　　ボルト孔の穿孔、定着モルタルの練混ぜ、モルタル充てん、ボルト挿入の一連の作業を機械化、
　　2ブームで同時にロックボルトを施工する技術。
【Ｄ：覆工コンクリート打設】
　　可動式打込みノズルと型枠バイブレータを使用、打込みから締固め、打止めまでの一連の作業を
　　自動制御し、覆工コンクリートを施工する技術。

１．技術開発の背景及び契機
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２．技術の内容



６．写真・図・表
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